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研究成果の概要 

本研究課題は、効率的かつ汎用的な抗体の細胞質送達を達成するためのペプチド−抗体コア

セルベートを確立し、細胞内液−液相分離を制御することを目指している。昨年度までに、ペプチ

ドとコアセルベートを形成する抗体スキャホールドを見出していた。本年度は、抗体スキャホールド

における構造活性相関を取得するとともに、送達効率の向上を行った。その結果、これまでの 2 倍

の効率で、4 分の 1 の抗体量で細胞質に送達可能なスキャホールドを見出すことに成功した。さら

に、コアセルベートによって導入された抗体が抗原認識能を有することを、免疫染色によって示し

た。 

 細胞内には液−液相分離を誘起するタンパク質が存在しており、本研究では、抗体の細胞質送

達によって、細胞内においてそれらのタンパク質を阻害することで、液−液相分離を制御することを

目指している。本年度は、そのタンパク質の各種ドメインに対する抗体を調製し、それらの抗体によ

って、in vitro において液−液相分離を抑制できることを確認した。さらに、上記のスキャホールドを

これらの抗体に適用することで、抗体を細胞質に送達可能であることを確認した。現在、細胞質に

送達された抗体によって、細胞内の液−液相分離を制御できるか検討を行なっている。 
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